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第四節 本研究の立場 
 ラグビーワールドカップ 2019 日本大会，2020 東京オリンピック・パラリンピック大会，
































語表記は，「the Olympics」，「the Olympic Games」，「the Games」，「the Olympiad」と
4 つの言い方が可能である．さらに，夏季大会の英語表記は「the Games of the Olympiad」，
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第一節 オリンピック研究の動向  
第一項 オリンピック研究の動向（2000 年〜2005 年） 
 舛本は，「人文・社会学系オリンピック研究の現在」と題して，2000 年から 2005 年ま













2020 年に第 32 回東京大会の開催が決まったことである．2013（平成 25）年 9 月にその
開催が決定し，2015（平成 27）年 10 月にスポーツ庁が設置され，体育・スポーツ科学関
連の各学会および各専門領域においても，オリンピック・パラリンピックに関する活発な
研究の動きが見られるようになった． 
 次項では，舛本によるオリンピック研究の整理から 2017 年の間でなされたオリンピッ
クに関する研究の動向を把握しておきたい． 
 









年代 体育・スポーツ哲学研究 スポーツ史研究 スポーツ社会学研究 
2017            2 0 1 
2016 0 0 1 
2015 1 2 4 
2014 0 0 0 
2013 0 1 1 
2012 1 0 0 
2011 0 0 0 
2010 2 0 2 
2009 0 0 2 
2008 0 0 0 
2007 0 0 0 
2006 0 0 2 
2005 1 0 1 
（2017 年 11 月 17 日現在） 
 
 2020 年の東京大会の開催に伴って，それに関する論文は多少増えたが，2013 年に東京
大会が決定する前の発表数は実に少なく，オリンピック研究は一過性であることが推察さ
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 今，私たちが目にするオリンピックは，クーベルタンが 19 世紀末に古代オリンピック
の復活を提唱して実現した大会であり，その起源は古代ギリシアにあると理解されている
12)．  




  27 
クーベルタンを中心に IOC が設立され，後に「オリンピック」が復興されたのである．彼
は 1937（昭和 12）年に 74 年の生涯を終えるまで，肉体と精神の調和のとれた人々を育む
必要性を国際社会に向けて発信していたのである． 
 さて，クーベルタンの思想の具体例は，1936 年にベルリンで開催される第 11 回大会を
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第三節 近代オリンピックと戦争・暴力の関係史 
第一項 戦争による弊害 
 近代オリンピックの歴史において，戦争により中止を余儀なくされた大会は 3 つ存在す
る．それは，1916（大正 5）年の第 6 回ベルリン大会，1940（昭和 15）年の第 12 回東京
大会，1944（昭和 19）年の第 13 回ロンドン大会の 3 大会である． 
 
１）第６回ベルリン大会 
 第 6 回ベルリン大会（1916 年開催予定）は，1914（大正 3）年 7 月に勃発した第一次
世界大戦によって中止を余儀なくされた．その後，1918（大正 7）年に大戦の終結にとも
なって，国際連盟が 1920（大正 9）年に創設され，同年の 1920（大正 9）年にいまだ戦
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２）第１２回東京大会  











 1909（明治 42）年以来，講道館柔道の創始者で日本人初の IOC 委員だった嘉納治五郎
らの尽力によって開催決定にこぎつけた大会であったが，この東京大会は中国侵略・軍国
主義的な拡大政策に突き進む日本政府の情勢に応じて返上を余儀なくされたのである．そ





 東京から返上された第 12 回大会は，代替地であるフィンランドのヘルシンキで開催さ
れることに決まったが，1939（昭和 14）年に第二次世界大戦が勃発したことで，最終的
には中止となった．つづく第 13 回ロンドン大会（1944 年開催予定）も第二次世界大戦の
激化によって中止となった．つまり，オリンピック大会は，大規模な世界戦争の影響によ
り，2 大会続けての中止を余儀なくされたのである．その後，第二次世界大戦終結から 3

























 IOC がベルリン開催を決定した 1931 年当時，ドイツ首相はカトリック中央党のハ
インリヒ・ブリューニングであり，アドルフ・ヒトラーが首相の座に就くのはこれよ
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た．当初は既存施設を有効利用する予定だったが，ヒトラーの一声で全て新設するこ

















 1972（昭和 47）年の第 20 回ミュンヘン大会は，テロリズムの襲撃が大会そのものに及





を要求．警察側は交渉と人質の救出を試みたが，テロリスト 5 人と警官 1 人，そして
9 人の人質全員が死亡するという最悪の結末を迎えた．大会は 36 時間中断され，犠牲
となったイスラエル選手達の追悼式ののち再開された．31) 
 
 当時の IOC 会長であったアベリー・ブランデージ（Avery Brundage）は，「オリンピ
ックの理想は，テロの暴力には負けない」と追悼の辞を述べ，この事件を境に大会のセキ
  34 
ュリティ面での警備が一気に厳重化していくこととなった32)． 
 2002（平成 14）年の第 19 回ソルトレークシティ冬季大会は，2001（平成 13）年 9 月
11 日に起こったアメリカ同時多発テロ事件を受けて，さらなる厳重な警備態勢の中で開催


























































































7) 桜井万里子・橋場 弦編（2004）古代オリンピック．岩波書店：東京，p.53 を参照した. 
8) 橋場 弦（2016）前掲書，pp.47-48 を参照した. 
9) 関 廣野（1996）プラトンと資本主義．北斗出版：東京，p.61 を参照した. 
10) 橋場 弦（2016）前掲書，p.13. 
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17) 同上論文：p.25.  
18) 国際連合広報センターホームページ「国連ミレニアム宣言」.（プレスリリース：2000
年 9 月 27 日）http://www.unic.or.jp/news_press/features_backgrounders/1360/（2017














30) 森 敏生（2006）前掲書，p.61. 
31) 日本オリンピック・アカデミー編著（2016）前掲書，p.115. 
















































はないだろうかと考える．『永遠平和』を書く前の 1784 年 11 月に発表された，雑誌『ベ
ルリン月報』に掲載された『世界市民的見地における普遍史の理念（以下，普遍史の理念）』
  42 
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続，交換，買収，または贈与によって，ほかの国家の所有にされるべきではない．」
63) 






























ればならない」69)と述べ，永遠平和を達成していくための必然的な 3 つの体制と 3 つの確




による体制（ius civitatis 市民法） 
（二）相互の関係にある諸国家の国際法
、、、






による体制（ius cocmopoliticum 世界市民法）70) 
 






























































































































































































































































．99)（bandle nur nach derjenigen Maxime, durch die du 


























































































































































































































































































































































































1)  カント著：遠山義孝訳（2000）永遠平和のために．カント全集 14「歴史哲学論集」．
岩波書店：東京，p.278. ／ Kant，I.（1968/1795）Zum ewigen Frieden．Kants Werke 
Akademie-Textausgabe Ⅷ．Abhandlungen nach 1781．Walter de Gruyter & Co．：Berlin，
S.360. 傍点は著者による． 




5) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.278. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.360. 
6) カント著：福田喜一郎訳（2000）世界市民的見地における普遍史の理念．カント全集
14「歴史哲学論集」．岩波書店：東京，p.20. ／ Kant，I.（1968/1784）Idee zu einer 
allgemeinen Geschichte in weltburgerlicher Absicht. Kants Werke 
Akademie-Textausgabe Ⅷ．Abhandlungen nach 1781．Walter de Gruyter & Co．：Berlin，
S.30. 
7) 同上書：p.19. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.29. 傍点は著者による． 
8) 同上書：p.20. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.29. 
9) 同上書：pp.20-21. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.30. 傍点は著者による． 
10) 同上書：p.8-9. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.21. 傍点は著者による．  
11) 宇都宮芳明（2006）カントの啓蒙精神－人類の啓蒙と永遠平和にむけて．岩波書店：
東京，p.220. 








  75 
 
 
14) カント著：福田喜一郎訳（2000）前掲書，p.8 ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.20.
傍点は著者による． 
15) 同上書：p.8. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.21. 傍点は著者による． 
16) 同上書：p.8. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.21. 傍点は著者による． 
17) カント著：中山 元訳（2006）永遠平和のために／啓蒙とは何か．光文社：東京，p.306.  
18) 同上書：p.307. 
19) カント著：福田喜一郎訳（2000）前掲書，p.9. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.21. 
20) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.281-282. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.363. 
21) 同上書：pp.287-288. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.367. 傍点は著者による． 
22) カント著：福田喜一郎訳（2000）前掲書，p.13. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.24. 
傍点は著者による． 
23) 同上書：p.13. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.24. 
24) 同上書：p.14. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.25. 
25) 同上書：p.19. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.28. 傍点は著者による． 
26) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.274. ／ Kant，I．（1968／1795）ibid., S.357. 
傍点は著者による． 
27) 同上書：p.274. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.357.  
28) 同上書：p.275. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.358. 傍点は著者による． 
29) 同上書：p.288. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.368. 傍点は著者による． 
30) カント著：中山 元訳（2006）前掲書，p.365. 
31) 同上書：p.365. 
32) 同上書：p.365-366. 
33) カント著：福田喜一郎訳（2000）前掲書，p.19. ／ Kant，I.（1968/1784）ibid., S.28. 
34) 宇都宮芳明（2006）前掲書，pp.223-224. 
35) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.289. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.368. 












41) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.289. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.368. 
傍点は著者による． 
42) 同上書：p.279. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.361. 傍点は著者による． 
43) 同上書：p.279. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.361. 傍点は著者による． 
44) 同上書，p.280. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.362. 傍点は著者による. 




書店：東京，p.256. ／ Kant，I.（1968/1797）Über ein vermeintes Recht aus Menchenliebe 
zu lügen. Kants Werke Akademie-Textausgabe Ⅷ．Abhandlungen nach 1781．Walter 
de Gruyter & Co．：Berlin，S.427. 傍点は著者による． 
48) カント著：樽井正義・池尾恭一訳（2002）人倫の形而上学．カント全集 11「人倫の形
而上学」．岩波書店：東京，p.302. ／ Kant，I．（1968/1797）Die Metaphysik der Sitten．
Kants Werke Akademie-Textausgabe Ⅵ．Die Religion innerhalb der Grenzen der 
bloßen Vernunft．Die Metaphysik der Sitten．Walter de Gruyter & Co.：Berlin，S.429. 
傍点は著者による． 
49) 保坂希美（2011）前掲論文，p.18. 
50) カント著：坂部 恵・伊古田 理訳（2000）実践理性批判．カント全集 7「実践理性批
判／人倫の形而上学の基礎づけ」．岩波書店：東京，p.249. ／ Kant，I．（1971/1788）
Kritik der Praktischen Vernunft．Kants Werke Akademie-Textausgabe Ⅴ．Kritik der 
Praktischen Vernunft．Kritik der Urteilskraft．Walter de Gruyter & Co.：Berlin，S.87. 
傍点は著者による．（ ）の中の言葉は筆者による． 
51) カント著：平田俊博訳（2000）人倫の形而上学の基礎づけ．カント全集 7「実践理性




Grundlegung zur Metaphysik der Sitten．Kants Werke Akademie-Textausgabe Ⅳ．
Kritik der reinen Vernunft（1.Aufl.1781）Prolegomena. Grundlegung zur Metaphysik 
der Sitten．Metaphysische Anfangsgründe der Naturwissenschaften. Walter de 









57) 小牧 治（2015）前掲書，p.206. 
58) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.252. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.343. 
59) 同上書：p.252. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.343. 
60) 小牧 治（2015）前掲書，p.207. 
61) 同上書：p.211. 
62) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.252. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.343. 
63) 同上書：p.253. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.344. 
64) 同上書：p.254. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.345. 
65) 同上書：p.255. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.345. 
66) 同上書：p.256. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.346. 
67) 同上書：p.257. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.346. 傍点は著者による． 
68) 同上書：pp.260-261. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.348-349. 傍点は著者による．  
69) 同上書：p.261. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.349. 
70) 同上書：p.259. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.349. 傍点はいずれも著者による．  
71) 同上書：p.262. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.349.  
72) 同上書：p.268. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.354. 傍点は著者による． 
  78 
 
 
73) 同上書：p.274. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.349. 傍点および太字は著者による．
尚，この条項のみ「 」が記してあるが，これは訳者がカントの原文に倣って付記している． 




78) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.261. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.349. 
傍点は著者による． 
79) 同上書：p.268. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.354. 傍点は著者による． 
80) 同上書：p.268. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.354. 傍点は著者による． 
81) 同上書：p.273. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.357. 傍点は著者による． 
82) カント著：中山 元訳（2006）前掲書，p.357.  
83) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.271. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.356.  
84) 同上書：p.274. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.357. 傍点および太字は著者による．  













90) カント著：樽井正義・池尾恭一訳（2002）前掲書，p.204 ／ Kant，I．（1968/1797）
ibid., S.352. 傍点は著者による． 





















101) カント著：平田俊博訳（2000）前掲書，p.65．／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.429.  
102) 竹村瑞穂・近藤良享（2007）カント実践哲学からみるフェアプレイの道徳性．体育・
スポーツ哲学研究，29（2）：139-149. 
103) カント著：平田俊博訳（2000）前掲書，p.64．／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.428．
傍点は著者による． 
104) 仙田貴孝（2007）前掲論文，p.206. 
105) カント著：平田俊博訳（2000）前掲書，p.70. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid.，S.432．  
106) 同上書：p.11. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.392． 
107) 同上書：p.75. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.436． 
108) 同上書：p.71. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.433． 
109) 同上書：p.72. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.433．  
  80 
 
 
110) 同上書：p.74. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.435．傍点は著者による．（ ）の
中の言葉は筆者による. 
111) 同上書：p.74. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.435．  
112) 同上書：p.65. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.428．傍点は著者による． 
113) カント著：樽井正義・池尾恭一訳（2002）前掲書，p.290. ／ Kant，I．（1968/1797）
ibid., S.420．  
114) カント著：中山 元訳（2006）前掲書，p.361. 
115) 同上書：p.361. 
116) 宇都宮芳明（2006）前掲書，p.140. 
117) 同上書：pp.114-115. （ ）の中の言葉は筆者による． 
118) カント著：平田俊博訳（2000）前掲書，p.79．／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.438．
傍点は著者による. 
119) 同上書：p.81. ／ Kant，I．（1968/1785）ibid., S.440．  
120) カント著：福田喜一郎訳（2000）前掲書，p.5. ／ Kant，I．（1968/1784）ibid., S.18． 
121) 同上書：p.7. ／ Kant，I．（1968/1784）ibid., S.20． 
122) 宇都宮芳明（2006）前掲書，p.225. 





京，p.402. ／ Kant，I．（1913）Kant's handschriftlicher Nachlaß. Anthropologie. 
Kants Werke Akademie-Textausgabe XV．Anthropologie. Walter de Gruyter & Co.：
Berlin，S.517. 
128) 同上書：pp.402-403. ／ Kant，I．（1913）ibid., S.518． 
129) Nussbaum，C. M.（1998）Cultivating Humanity：A Classical Defense of Reform in 
Liberal Education．Harvard University Press：Cambridge，pp.58-59．（ ）の中の言葉
は筆者による． 
130) 千葉 眞（2014）前掲書，p.71． 




題とは？〜国際社会と日本の取り組み」．（プレスリリース 2011 年 3 月 22 日）
http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/wakaru/topics/vol70/（2017 年 5 月 22 日閲覧）. 
132) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.306. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.380. 
133) 小牧 治（2015）前掲書，p.222. 
134) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.294. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.372. 
傍点は著者による. 
135) 同上書：p.294. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.372. 
136) 同上書：p.294. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.372. 
137) 同上書：p.302. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.378. 傍点は著者による. 
138) 宇都宮芳明（2006）前掲書，p.250. 
139) 同上書：p.250. 
140) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.304. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.379. 
141) 宇都宮芳明（2006）前掲書，p.250. 
142) 同上書：p.250. 
143) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.302. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.378. 
144) 宇都宮芳明（2006）前掲書，p.250. 
145) 外務省（2016）世界人権宣言（仮訳文），外務省ホームページ．
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/udhr/1b_001.html（2017 年 10 月 1 日閲覧）. 
146) 外務省（2016）同上ページ．（2017 年 10 月 1 日閲覧）. 
147) 宇都宮芳明（2006）前掲書，p.250. 
148) International Olympic Committee：日本オリンピック委員会訳（2016）OLYMPIC 
CHARTER「オリンピック憲章」，p.10. 











150) カント著：遠山義孝訳（2000）前掲書，p.315. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.387.
傍点は著者による. 
151) 同上書：p.306. ／ Kant，I．（1968/1795）ibid., S.380.   
152) カント著：平田俊博訳（2000）前掲書，p.70. ／ Kant，I．（1968/1785 ）ibid., S.432． 




















































































































































































































（明治 32）年にクーベルタンが「国際オリンピック委員会規則（International Olympic 
Committee Statutes）」として手書きし，1908（明治 41）年に初めて印刷された．その内



















































































































運営における意思決定は全て IOC 総会の権限に委ねられている．その IOC 委員の実態を






















































































































































 2006（平成 18）年第 20 回トリノ冬季大会のクロスカントリー女子チームスプリント（二
人で 1 周ごとに交代して 6 周をスキーで走る競技）決勝の途中にカナダ選手のストックが
折れた．その時，ライバル国のノルウェーのコーチがストックを差し出し，おかげでカナ
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第二節 オリンピックにおける「尊厳をもつ人間」とその行為：個から類へ 
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 先に述べた 2006（平成 18）年トリノ大会でカナダ選手のストックが破損し，ライバル
であるノルウェーのコーチがストックを提供した．この道徳的な行為は，8 年後の 2014（平
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